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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 中学校で習得したコミュニケーションを図る資質・能力を踏まえ、聞く・読むことで論理的な表現をまな

び、話す・書く、発信へつなげることを目標。グループやペア学習により言語活動を行い、発信する力を伸

ばす。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

主部、述部を聞き取っ

て内容把握ができる。 

文章の組み立て、結論

を把握できる。 

感情表現を理解するこ

とができる。 

主部、述部、文法。語

法に注意して内容把握 

ができる。 

文章の組み立て、結論

を把握できる。 

感情表現を理解するこ

とができる。 

基本的な文法事項を用

いて表現できる。 

相手の質問を理解して

適切な答えが返せる。 

論旨をまとめて、わか

りやすい文章を作る。 

理解してもらうための

強調の仕方、発声など

を身につける。 

基本的な文法事項を用

いて表現できる。 

論理的な組み立てがで

きる 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣

旨 

言語の働きや役割を理解し基本的な文

法・語法が身についている。語彙力も定

着している。 

場面・目的・状況に応じて借り物の表現

ではなく、自分なりの表現方法を工夫し

ている。内が適切に伝わっている。 

準備をして活動に取り組んでい
るか。向上心を持って取り組め
ているか。他者を尊重してコミ
ュニケーションを図ろうとして
いる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

1 

 

 

紹介（文の

聞く 

a: 基礎的な語彙を聞き取ることができる 

b: 聞き取った内容の核となる部分の内容把握ができる 

c: メモを取るなど工夫をして聞き取っている 

発表内容 



※令和４年度以降入学生用 

種類） 

 

学校生活(文

系と動詞) 

 

読む 

a: 基礎的な語彙力が定着している 

b: 基礎的な文型を把握できる。 

c: 読解に必要な予習・準備ができている 

提出物 

話す 

a: 基礎的な語句を使用することができる 

b: 場面や相手に応じた表現ができる 

c: 一度で伝わらないとき、工夫を重ねることができる 

発表内容 

書く 

a: 基本的な語彙・構文・文法が身についている 

b: 表現したい内容に応じた動詞、文が使える 

c: 創造力を駆使して表現しようとしている 

課題・提出物 

中間考査 

旅行と観光

（時制） 

 

趣味・関心

(完了形) 

聞く 

a: 場面に応じた表現が聞き取れる 

b: 時制を聞き取って、いつのことが把握できる 

c: 話者を尊重した態度がとれている 

発表内容 

読む 

a: 基礎的な時制に注意して英文を読むことができる。 

b: 基礎的な時制とその内容を把握できる。 

c: 読解に必要な予習・準備ができている 

提出物 

話す 

a: 基礎的な語句を使用することができる 

b: 場面や相手に応じた表現ができる 

c: 一度で伝わらないとき、工夫を重ねることができる 

発表内容 

書く 

a: 基本的な語彙・構文・文法が身についている 

b: 時制の違いに留意して表現することができる 

c: 創造力を駆使して表現しようとしている 

課題・提出物 

期末考査 

2 

将来・進路

(助動詞) 

日常生活

（受動態） 

交流・国際

(不定詞) 

聞く 

a: 場面に応じた助動詞・受動態・不定詞表現を聞き取れる 

b: 助動詞・受動態の持つ意味、ニュアンスが理解できる 

c: 各文章の核となる部分を聞き取ることができる 

発表内容 

読む 

a: 助動詞受動態・不定詞の基礎的な使い方が理解できている。 

b: 助動詞・受動態・不定詞の使い方を理解し、内容を把握できる。 

c: 書き手の感情や意思を読み取ろうと努力している 

提出物 

話す 

a: 基礎的な語句を使用することができる 

b: 場面や相手に応じた表現ができる 

c:話者の感情を表現するために、工夫を重ねることができる 

発表内容 

書く 

a: 基本的な語彙・構文・文法が身についている 

b: 助動詞、態の違いに留意して表現することができる 

c: 創造力を駆使して表現しようとしている 

課題・提出物 

中間考査 

スポーツ・

健康（動名

詞） 

 

メディア・

コミュニケ

ーション 

（分詞） 

聞く 

a: 場面に応じた準動詞を使用した表現を聞き取れる 

b:準動詞を使用した構文の持つ意味、ニュアンスが理解できる 

c: 各文章の核となる部分を聞き取ることができる 

発表内容 

読む 

a: 準動詞の基礎的な使い方を理解している 

b: 準動詞の意味上の主語や時制に留意し、内容を把握できる。 

c: 書き手の感情や意思を読み取ろうと努力している 

提出物 

話す 

a: 基礎的な語句や慣用表現を使用することができる 

b: 場面や相手に応じた表現ができる 

c: 話者の感情を表現するために、工夫を重ねることができる 

発表内容 

書く 

a: 基本的な語彙・構文・文法が身についている 

b: 準動詞の使い方に留意して表現することができる 

c: 創造力を駆使して表現しようとしている 

課題・提出物 

期末考査 

3 

文化・異文

化理解（関

係詞 

国際問題

（比較） 

社会問題

（仮定法） 

聞く 

a: 関係詞節や皮革表現に注意して聞き取れる 

b: 関係詞節とそれ以外の部分のつながりを聞いて理解できる。 

c: 各文章の核となる部分を聞き取ることができる 

発表内容 

読む 

a: 関係詞や比較表現の基礎的な使い方を理解している 

b: 適切な関係詞、比較表現を使うことができる 

c: 書き手の意図を読み取ろうと努力している 

提出物 

話す 

a: 基礎的な語句や慣用表現を使用することができる 

b: 場面や相手に応じた表現を使うことができる 

c: 話者の感情を表現するために、工夫を重ねることができる 

発表内容 

書く 
a: 基本的な語彙・構文・文法が身についている 

 
課題・提出物 
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b: 関係詞・比較表現の使い方に留意して表現することができる 

c: 創造力を駆使して表現しようとしている 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


